ちょっとしたアイデア
この論文に対する反響は結構大きかったのですが、あるドクターから「私は針を軟骨から抜かずに先端の方に、針と同じ太さのピアスを差し込んで手際よく入れているので問題ないです」というコメントをいただきました。
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たしかに、できないことはないですがグラグラして失敗しそうです。
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それならば根元の方を切断して、そこにピアスのネジと同じサイズのネジ切りをすればスムーズに置き換えられるのではないかと考えました。これなら出血はゼロのはずです。
はじめは良い考えだとおもったのですが、全体を滅菌して手術用のゴム手袋をはいての処置（というか殆ど手術）となります。ボディピアスショップならできますが一般の人には無理です。ショップでのピアッシングは違法とされているので手助けするような器具を世に出すのもどうかと考えてボツにしてしまいました。
このホームページをつくろうとおもいたって古いメモを探しだしたのが上の手書きの図です。この際、記念に記録に残しておくことにしました。
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